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東京大学大学院経済学研究科 
 ものづくり経営研究センター 
特任研究員 吉川良三 

 

第４次産業革命は企業にとって最大のチャンスになるか 

IoTで変わるのは製造業だけじゃない 

～新ビジネス創出の可能性を探る～ 

  

 BMB研修会講演資料 
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出版：日刊工業新聞社 

ＩｏＴで変わるのは製造業だけではない 

IoTは第４次産業革命（通信技術の革命）の 
基幹技術ではあるが、製造業をはじめとした 
産業の効率化だけを』目的とした 
ものではない 

現在の情報化社会からスマート社会へと 
変革する 

医療、農業、金融、教育、サービス産業分野 
で新しいビジネスが創造される。 
特にモバイルビジネス、クルマビジネス 
が大きく変わる 
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サムスングループはどうして 

 体質変換を行い急成長したか 

会長自ら「女房と子供以外は全部取り換えたい」 
という悲痛な覚悟で改革を推進した 
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サムスンはどうして急激に成長したか 

サムスングループは１９９９年の金融危機（通常IMF危機）以来 
サムスングループ李健煕会長は１９９３年の大変革以来 
２度目の変革を行った 

品質は顧客が決める（価値）（V) 
 
コスト削減ではなく価値を高めろ（P) 
 
 
納期はゼロ顧客が望んだ時に供給（T) 

品質の向上（Q) 
 
コスト削減（C) 
 
納期短縮（D) 
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李健熙会長の危機意識 

 
組織内の弊害排除 
   
 相互不信、個人・集団の利己主義、権威主義や他律、日和見、無責任 
 

 
 物事を見る４つの視点 
  「人」、『金」、「モノ」、「時間」のサプライチエ―ンを考えて事業特化 
 

 
 企業の存続をかけた「体質転換」 
 
  「危機感」を超えた「危機意識」 
  高収益を上げる企業集団へ変身 

サムスングループの体質転換のきっかけ 
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本日お話したい事 

１．今われわれはどういう時代にいるのか 
 
２．第４次産業革命の意味するもの 
 
３ 長期波動の下降期に革新的な発明・発見（産業革命）が起こる 
  
４．第４次産業革命に対する主な各国の取り組み 
 
５．  総務省総合通信基盤局資料による 情報通信による社会の変化より抜粋 
 
６ 新しいものづくりの考え方 
  どんな時代でも顧客に適応した商品を供給しなければならない 
 
７．第４次産業革命は新しいビジネスを創造する 
          絶好の機会 
８．第４次産業革命に対応する人財育成の方向性 
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本日お話したい事 

１．今われわれはどういう時代にいるのか 
 
２．第４次産業革命の意味するもの 
 
３ 長期波動の下降期に革新的な発明・発見（産業革命）が起こる 
  
 
４．２０４０年のものづくりの姿と競争力強化の方向性 
 
   
５ 新しいものづくりの考え方 
  どんな時代でも顧客に適応した商品を供給しなければならない 
 
６．ドイツのインダストリー４．０．ＧＥのインダストリアルインターネットとは 
  ＩｏＴの本質を理解することが成功への近道 
  本質はＣＰＳとますカスタマイゼーション 
 
７．なぜ今第４次産業革命（ＩｏＴ）なのか 
      ビッグデータの活用で新たな成長を目指せ 
 
８．第４次産業革命に対応する人財育成の方向性 

研究所、本社用 
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１．    今われわれは 
    どういう時代にいるのか 
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 第４次産業革命は潮目を変えた 

今われわれはどういう時代にいるのか 

何が起こるか 
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東大MMRC R.YOSHIKAWA 

世界市場のパラダイム変化（新興国の台頭）・・地政学的ものづくりが必要 

第４次産業革命（情報通信革命）の到来により、ドイツ、米国を中心に 
製造業のモノづくりの在り方が変わってきた。 

国際化からグローバル化へ、アナログからデジタルへ 

    ２１世紀は経済及びものづくり産業において大きく潮目が変わった。 

潮目が変わったことを認識しよう 

第４次産業革命によるＩｏＴモノのインターネット）のコンセプト出現 

新しいい社会の創造 
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産業革命（ＩｏＴ）は新しい社会の始まりを意味している 

個別の産業の革新ではない 
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人類誕生 紀元前１３０００年 １８世紀末 ２０世紀後半 ２１世紀初頭 

狩猟社会 

農耕社会 

工業社会 

情報社会 

スマート社会 

産業革命と社会の変化 

自然との共生 

灌漑技術の開発 

定住化の定着 

蒸気機関車の発明 

大量生産の開始 

コンピュタの発明 

情報流通の開始 

Society 5.0  

出典：経団連資料２０１６より著者修正作成 

ドイツ：インダストリー・４・０ 
アメリカ：インダストリアル・インターネット 

日本：内閣府、文科省 
第５期科学技術基本計画 

第１次産業革命 第２次産業革命 

第３次産業革命 

第４次産業革命 

（蒸気機関の発明） （電力の発明） 

（コンピュータの発明） 

（情報通信速度の高速化） 
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今われわれはどういう時代にいるのか 

世界経済の潮目が変わりつつある時代 

世界市場の構造変化 
 景気牽引役は先進国から新興国へ 

 

 市場と生産拠点の拡散 

 

 生活様式・商習慣が多様化 

 

 高価格・高品質から適合価格・適合
品質へ 

今こそ産業・社会構造の在りようを見直すべき 

  産業・社会構造の大変革が必要 

       第４次産業革命 

     （情報通信革命 

      ５Gの出現）    
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産業構造変革への 

   円滑化 

人財育成・獲得・雇用の 

   柔軟性化 

データ利活用に対する 

   環境整備 

イノベーション・技術開発 

      加速化 

フアイナンス機能の 

    強化 

企業のとるべき戦略 

未来に向けた経済社会システムに 

  対応する企業の再設計 

第４次産業革命に対して企業がとるべき戦略 

出典：経産省新産業構造ビジョン２０１７より著者作成 
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２．第４次産業革命の意味するもの 
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第４次産業革命の意味するもの 

第４次産業革命の推進力 

新しいビジネス・サービスの出現 

①ビッグデータ活用によるカスタマイズ 

  の商品、保守点検、健康管理等 

②所有から共有へ（ㇱエアリング 

   エコノミー） 
   自動車、住居等 

③ＡＩによる自動化 

 自動運転、資金運用等 

④ＩＣＴ活用による新たなサービス 

  金融サービス（フインテック）等 

 

コアとなる技術革新 

IoT・人工知能、ビッグデータ 

ロボットなど 

 データ活用による 

 新たな付加価値の創出 

 供給者と消費者 

の迅速なマッチング 

 クラウドの活用による 

新しいビジネスの創出 

新しく期待される付加価値 期待される効果 

需要面 
個人の満足度に対する対応力 

生産面 
• 既存設備の稼働率向上 
• ＡＩなどによる業務の効率化 

働き方 
• テレワークの普及 
• 仕事の一部がＡＩに代替え 

高齢者の生活 
• ウエアラブル端末による 
   健康管理 
• 見守りサービスの普及 

第４次産業革命では、「データ」の利活用が付
加価値の源泉に。  

産業革命」という言葉には、人類の歴史の中で新しい時代が現れる意味があり、技術によって人や社
会に大きな変化をもたらす出来事と言える。  

出典：経産省新産業構造ビジョン２０１７より著者作成 



東大MMRC R.YOSHIKAWA 

２０１７．１０．１９ 

 
 

 上流工程 

  新たなビジネス・市場が拡大するため企業の上流（企画、マーケティング、Ｒ＆Ｄ、 

ＩＴ技術者等）の仕事は増加。 

 製造・調達 

  ＩｏＴ、ロボットなどによって生産、調達に関する死後他は減少 

 営業・販売 

  ＡＩやビッグデータの分析により、営業、販売の仕事は減少 

 サービス 

  ＡＩやロボットにより、付加価値の単純なサービスの仕事は減少 

 ＩＴ業務 

  新たなビジネスを産み出すために必要なＩＴ技術者、製造業の効率化のための 

   ＩｏＴ技術者の仕事は増加 

  バックオフィス 

   （経理、データ入力係の人事部門）の仕事は減少 
17 

産業構造転換のポイント 

何故産業構造を転換しなければならないか 

 ＡＩやロボットなどの発展に伴い提携業務、非提携労働において省人化が進展。 

そのためホワイトカラーの仕事は大きく減少して行く。 

 第４次産業革命によるビジネスプロセスの変化が新たな雇用ニーズを生み、 

 就業構造の転換に対応した人財育成が必要 

仕事の内容の変化 
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データの収集 

データを送る（通信） 

データの活用化 ＡＩなどを利用して 

データの分析 

目的に応じて 

産業に適応化 

基本サイクル全体を体系的に利活用するビジネスモデルを確立 

第４次産業革命では、 

「データ」の利活用が 

付加価値の源泉に。  

センサーやロボット等 

ネットワークを活用 

リアル、バーチャルデータなど ＡＰＰソフトの活用 

Ｓａａｓ、Ｐａａｓ，Ｉａｓｓ等  

① 

⑤ 

④ ③ 

② 

ビッグデータ活用のための基本的なサークル 
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人の行動・思考 
機械・モノの態 
社会現象・自然現
象動植物の生態 

＜六根＞視覚・嗅覚・聴覚 
味覚・触覚・知覚     

 入力・認識系 

文字・映像・音声・制御 

出力系 

Control 

Contact&Cognition 

情報提供 

 

機械・機器の制御 

Conduit 

 

Container 

伝送系 

Contents 

 

Context 

 

蓄積・解析系 

人・機器 

ＩＯＴの本質は人間の六根と同じ概念 

機器 センサ データの収集 分析・判断 データの伝送 

機器のリアルタイム監視 データの習得・制御 データの分析・活用 

データを収集する 

データを伝える/運搬 データを分析・解析する 

情報を伝える 

情報により制御する 

19 
出展：日本型ものづくり産業革命 吉川良三著 ２０１５ 日刊工業より  

リアルタイム 
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ＩｏＴ活用による２つのイノベーション 

①プロセスイノベーション 

②プロダクトイノベーション 

既存のプロセスを見直してＱＣＤからＶＰＴへ 

社会の変化に対応した新しいビジネスの創造 

購買 
企画・研究 設計 生産技術 製造 物流 保守 サービス 

Ｑ：品質 
 
Ｃ：コスト 
 
Ｄ：納期 

Ｖ：価値 

 

Ｐ：価格 

 

Ｔ：タイミング 

 

 

 ハードからサービスへ 
 
 少子高齢化対策 
 
 地方組成化対策 
 
 エコノミーㇱアリング等 
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                 データ収集 

現実世界での人間活動、事前・社会環境、 

センサーや電子デバイスなど 人により電子デバイス操作 人手による記録 

ビッグデータ 

各種アプリケーション 各種アプリケーション 

ＩｏＴを活用するために必要な手段（技術）とキーワード  

 センサー技術活用技術  ビッグデータ収集技術 

 ビッグデータ解析・応用技術 

 アプリケ―ションソフト活用技術  ロボット活用技術（特に人工知能） 

 ＩｏＴ実現のためのＩＣＴ技術（特に通信） 



東大MMRC R.YOSHIKAWA 

２０１７．１０．１９ 

 
 

22 

３．    長期波動の下降期には 
    革新的な発明・発見（産業革命）が起こる 
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第一次産業革命 

（１８世紀末） 

第１波 

第２波 

第３波 

第４波 

第５波 

（１７９０～５０） 

（１８５０～１９００） 
（１９００～１９５０） 

（２０００～） 

（１９５０～２０００） 

第３次産業革命 

（１９６０年代以降） 

第４次産業革命 

（２１世紀以降） 

フランス革命 

アメリカ独立戦争 
フランス二月革命 

アヘン戦争 

米南北戦争 

世界大恐慌 

世界第一次・ 
二次戦争 

朝鮮戦争 

ベトナム戦争 

ソ連崩壊 

第１次情報通信革命 

第２次情報通信革命 
第３次情報通信革命 

（１９世紀末）  
（２０世紀末）  

無線通信・電話・ラジオ 

電気・電子・ブラウン管 

自動車・航空機 

Ｘ線 放射線元素・ 
ディーゼル機関 

ジェットエンジン 

コンピュータ 

テレビ・半導体 

ペニシリン 

合成樹脂 

情報通信 

遺伝子 

量子力学リニアカー。超伝導・燃料電池 

第２次産業革命 

（１９世紀末） 

鉄道 

鉄鋼 

蒸気機関 

紡織機 

電力・科学 

大量生産 

 コンピュータ 

による社会変革 

ＩＴ，ＩＣＴを中心とした 

ＩｏＴ革命 

情報通信革命で見た「コンドラチエフの波」と技術革新 

１７５０ １８００ １８５０ １９００ １９５０ ２０００ 

自然エネルギー 火力（石炭）エネルギー 火力（石油）エネルギー 原子エネルギー 

第４次情報通信革命 

（２１世紀初頭） 

（２０世紀初頭） 
情報通信革命の推移 

産業革命の推移 

長期波動の下降期に革新的
な発明・発見 

が現れ次の上昇の原動力と
なる波動のサイクル 

４０年～７５年（平均５０年） 
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国際化（Internationalization） 

グローバル化（Globalization） 

アナログものづくり 

デジタルものづくり 

 今ものづくりで何が変化しているか 

「ものづくり」に関するパラダイム変化 

24 
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グローバル市場の構造変化 

国際的な勢力関係の変化 四 

三 

25 

「ものづくり」に関するパラダイム変化 
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グローバル市場の４つの構造変化 

  世界市場の構造変化 
景気牽引役は先進国から新興国へ 
 
市場と生産拠点の拡散 
 
生活様式・商習慣に適応 
 
高価格・高品質から適合価格・品質へ 

ＢＲＩＣＳ 
ＶＩＳＴＡ 

ネクスト１１ 

Ｇ７ Ｇ２０ 

新興国へ市場拡大 

Ｇ７：主要埼先進国会議 
米・英・独・仏・日・加・尹 

Ｇ２０：Ｇ８+ＢＲＩＣＳ+ 新興８か国 
アルゼンチン・オーストラリア・ 
韓国・メキシコ・サウジアラビア・ 
南アフリカ・トルコ 

ＢＲＩＣＳ：新興４大国 
 ブラジル・ロシア 
・中国・インド・南アフリカ 

ネクスト１１：新興１１か国 
 イラン・インドネㇱア・エジプト・ 
ナイジエリア・べトナム・ 
バングラディシュ・パキスタン 
・フィリピン・メキシコ 

ＶＩＳＴＡ：中堅５か国  
ベトナム・ 
インドネㇱア・ 
南アフリカ・トルコ・ 
アルゼンチン 

新興国ビジネス開拓 

超富裕層 富裕層 中間層 ＢＯＰ 

ファウンドリーの台頭 

部品を寄席集めて組み立て 
デジタル・モジュール化 

製造業の海外シフト 

最終財から中間財へ 
生産コスト低減策 
価格競争力確保 

家電事業の構造改革 

ＥＭＳへの移行 
垂直統合から水平分業へ 

フ
ァ
ブ
レ
ス
化
の
進
展 

潜
在
商
品
市
場
の
新
興 

普及価格帯 

現地生活に便益 

値ごろ感 

販売ルート開拓 

可処分所得基準 

原価積み上げ方式から脱却 

品質・機能の絞り込み 

小分け・分割 

中間層・ＢＯＰ 

技術・資金等の支援 

資源獲得など外交戦略 

注１  

注１  

注３  

注３  

注２  

注２  

注４  

注４  
注５  注５  

出展：日本型ものづくり産業革命 吉川良三著 ２０１５ 日刊工業より  
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４．第４次産業革命に対する主な各国の取り組み 



東大MMRC R.YOSHIKAWA 
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国を挙げた戦略（ドイツ） 

ＩｏＴなどによる変化に対して、各国では多様な施策が打ち出されている。 

ドイでは産業に焦点を当てた取り組み、シンガポール、エストニアでは国全体の 

スマート化を目指す取り組み、さらに、ＥＵでも国を超えた取り組みが進められている。 

米国は民間主導の取り組みが主流である 

 ２０１０年に公表した「ハイテク戦略２０２０」において、国家をあげた製造業の 

スマート化に向けたＩｎｄｕｓｕｔｒｉｅ ４．０を打ち出した。 

ＩＴをはじめ最先端技術を製造業に活用し、工場を起点とした製造業の 

サプライチエンや価値創出プロセス全体の革新によって、付加価値の高い製品
を 

生産する製造拠点としての競争力強化、工作機械、製造に必要なモジュールを 

世界へ輸出する拠点としての競争力強化を目的としている。 

国際標準化でも先行している。 

国際電気標準会議（ＩＥＣ）ではＩｎｄｕｓｕｔｒｉｅ ４．０ を念頭に置いて議論されてい
る。 

１．ドイツ（Ｉｎｄｕｓｕｔｒｉｅ ４．０） 

出典：経団連資料２０１６より著者修正作成 
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２．米国(Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ) 

２０１２年１１月ＧＥが、産業機械とクラウドベースの高度な分析ソフトを結びつける 

ことにより、コスト削減等の付加価値を創造する（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ)構想を 

提案した。 

産業機械などにセンサーを取り付け、インターネット経由で可動データを 

収集・分析し、危機の保守・メンテナンス、可動の最適化などに活用した。 

２０１４年３月に、ＧＥを始め、ＩＢＭやシスコ、インテル、ＡＴ＆Ｔが 

インダストリ・インターネット・コンソーシアム（ＩＩＣ）を設立し、日本企業や 

ドイツ企業も参画した。 

製造業のみならず、ヘルスケア、エネルギー、公共、運輸を含めた五つの分野を 

対象に活動している。 

ハードとソフトの融合（サイバーとフィジカルの融合： ＣＰＳ）を目標としている。 

 

 

出典：経団連資料２０１６より著者修正作成 

国を挙げた戦略（アメリカ） 
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３．ＥＵ（デジタル単一市場戦略） 

２０１３年５月、ＥＵ欧州委員会は「デジタル坦一市場（ＤＳＭ：Ｄｉｇｉｔａｌ Ｓｉｎｇｌe） 
Ｍａｒｋｅｔ戦略」を発表した。同戦略は、加盟国間で異なる法律、制度、通信環境 

などを整備し、電子商取引等に関する統一ルールを作り、 

消費者と企業が欧州全体でオンラインサービスに安心かつ効率的にアクセス 

できるようにすることを目標にしている。 

２８の加盟国を統合したＤＳＭが実現すれば、年間４，１５０ユーロ（約５６兆円）の 

経済効果が生まれ、３８０万人の雇用創出をもたらすと試算している。 

また、ＤＳＭ戦略の一環として２０１６年４月にドイツのインダストリー４．０ 

英国のＨｉｇｈ Ｖａｌｕｅ Ｍａｎｕｆａｇｔｙｕｒｉｎｇ などＥＵ各国で進む産業分野の 

デジタル化の取り組みを連携させる戦略「Ｄｉｇｉｔｉｓｉｎｇ Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｉｎｄｕｓｔｒｙ」を 

公表した。 

 

出典：経団連資料２０１６より著者修正作成 

国を挙げた戦略（ＥＵ） 
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４．シンガポール（Ｓｍａｒｔ Ｎａｔｉｏｎ） 

２０１３年より世界初のスマーチ国家を目指す国家戦略 

（Ｓｍａｒｔ Ｎａｔｉｏｎ）に取り組んでいる。 

いたる所にセンサーを張り巡らして、リアルタイムデータを 

各省庁が共有することで安心で暮らしやすい国の創生を 

目標としている。 

また、「Ｓｍａｒｔ Ｎａｔｉｏｎ Ｐｌａｔｆｏｒｍ］に各種データを集約することで、 

活用を推進している。 

５、中国（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ +   

２０１５年「中国製造２０２５」を掲げて、「Ｉｎｔｅｒｎｅｔ + 」 
と称する国策行動計画を発表した 。 

製造業、農業、エネルギー、金融などの領域でのデジタル化、ネットワーク化 

知能化を目標にしている。 
 

出典：経団連資料２０１６より著者修正作成 

国を挙げた戦略（シンガポール 、中国） 
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国を挙げた戦略（日本の取り組み） 

２０１６年、政府の「第５期科学技術基本計
画」（平成28年度〜32年度） 

工業社会、 

情報社会 

「超スマート社会」 

「Society5.0」 

官民連携により強力に推進 

「IoT プラットフォーム」の構築 

「科学技術イノベーション総合戦略2015」 11 のシステムの開発 

団連資料２０１６より著出典：経者修正作成 

国を挙げた戦略 
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Society 5.0」のコンセプト 

     コンセプト 

 新産業の創出 

少子高齢化、エネル
ギー問題等の社会課
題の解決 

産業競争力の徹底
的強化 

人中心の社会の構築 

出典：経団連資料２０１６より著者修正作成 
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５．総務省総合通信基盤局資料による 

情報通信による社会の変化より抜粋 
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モバイルビジネスが変わる 

出典：「２０２０年ワイヤレスはスーパーインフラ二なる」 総務省総合通信基盤局資料より 
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１９８０ １９９０ ２０００ ２０１０ ２０２０ 

１０K 

１００K 

１M 

１０M 

１００M 

１G 

１０G 

（ｂｐｓ） 
アナログ方式 

デジタル方式 

第一世代 

第二世代 

音 

パケット通信 

メール 

第三世代 

静止画（カメラ） 

プラウザ 

動画 

（４G) 

（５G) 

高精密動画 
最大通信速度は３０年間で約１０，０００倍 

第四世代 

第五世代 

（３G) 

（１G） 

（２G) 

移動通信システムの進化の推移 

１０年ごとに１０倍進化 

出典：２０２０年ワイヤレスはスーパーインフラになる 総務省総合通信基盤資料より著者作成 

第４次産業革命は情報通信速度革命である 
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第４次産業革命で 
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出典：「２０２０年ワイヤレスはスーパーインフラ二なる」 総務省総合通信基盤局資料より 
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建設分野における変化 
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先進的企業による具体的取り組み（例） 

モノを売って利益を上げるモデルから、モノの利用により得られる価値・サービスに着目
し、当該サービスの継続的提供を通じて稼ぐモデルへシフト。 

General Electric では、機器の販売のみならず、Predix（ＧＥ） を通じて機器の稼働状
況 

等のデータを収集・分析し、状況に応じた保守・管理サービス等を提供。また、Boeing 

は、リアルタイムに最適な燃料消費や天候条件に応じた最適な航路計算ができるシ 

ステムを航空会社に提供し、機器販売から運行管理サービスまで幅広く利益が得られる
ビジネスモデルを構築。 

①製造業のサービス産業化 

個々の消費者ニーズに応じた個別大量生産を実現する生産管理システムの実現。 

Harley-Davidson は、SAP の生産管理システムをヨーク工場に導入。顧客がウェブ 

サイト上でマフラー、シート、ハンドルなどの部品を自分好みにカスタマイズし、 

インターネットで注文すると、センサーを取り付けた工場内の設備が注文に対応し 

て自動的に生産を開始。サプライヤーへの発注も自動化。これにより、生産計画の 

締切りは従来の15～21 日前から、６時間前まで短縮が実現。また、部品在庫も８～ 

10 日分から３時間分に圧縮。これまで生産工程に従事していた労働者もルーティン 

業務から解放され、付加価値の高い作業に集中。 

②マスカスタマイゼーション（個別大量生産） 

出典：経団連資料２０１６新たな経済社会の実現に向けてより著者作成 
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③コネクテッドカー・自動運転 

「進化する車」の実現。車が直接インターネットにつながることにより、スマー 

トフォンのソフトウェアのように、車の機能をアップデートすることが可能。 

Tesla Motors(米国） は、電気自動車「モデルＳ」のソフトウェアを随時アップデートする
ことで、自動緊急ブレーキや車線変更アシストの機能等を追加し、完全な自動運 

転車の実現が目標。これが実現すれば、移動中の車内はリビングへと早代わりし、 

時間を有効に活用。 

④ウェアラブル機器による健康管理 

センサーのついたウェアラブル機器を装着し、健康状態に関するデータを常時モ 

ニタリング。家族や病院の医師等の本人以外も健康状態をモニタリングすることが可能。
データの分析結果を予防医療や治療等に有効。 

Fitbit は、GPS、心拍数モニター等の計測装置をブレスレット状のバンドに収め、 

歩数や消費カロリー値や心拍数などのデータを収集するとともに、１日の目標歩数 

に近づいた時や睡眠時間が不十分な時などに利用者に対して通知するサービスを提 

供。 

先進的企業による具体的取り組み（例） 

出典：経団連資料２０１６新たな経済社会の実現に向けてより著者作成 
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IoT の活用により、モノの「所有」から「利用」へシフト。 

Uber(米国） は、スマホのGPS 機能を用い、客がアプリを使って現在地を通知すると、
最 

も近くにいる登録車が迎えに行くサービスを提供 

 ⑥フィンテック 

Square (米国）は、スマートフォンやタブレットをクレジットカード決裁端末として使用 

できるカードリーダーを提供。 

Kabbage （米国）は、銀行の融資対象外のオンライン店舗を中心に、商取引データ等を
活用し、オンライン店舗に対して的確かつ迅速な融資。 

また、ブロックチェーンを活用し、中央銀行のような機関を介さずに取引が可能 

である電子通貨も普及。 

⑤シェアリングサービス 

先進的企業による具体的取り組み（例） 

出典：経団連資料２０１６新たな経済社会の実現に向けてより著者作成 
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６．新しい「ものづくり」の考え方 
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「ものづくり」と「ものつくり」は異なる概念である 

従ってＩｏＴは「ものつくり」だけではなく「ものづくり」 
全体に対する革命の機会として考えるべき 

「ものづくり」と「ものつくり」は異なる概念 

「もの」はすべての産業をさす 
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大辞林 第三版より 

思いを馳せる 

イメージを膨らませる 

創造を広げる 

頭の中で描く 

思い浮かべる 

シュミレーションする 

「もの」の本来の意味 
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もの 

つくり つくり 

グローバル時代における「ものづくり」の考え方 

構造物 
人々 

２次産業（製造業） 
設計思想 

 

３次産業（サービス業） 

１次産業（農業林業漁業など） 

物質的価値 感性的価値 

創る   

埋め込む 

つくり込む 

作る、造る 

作る、造る 
作る 

「もの」が重要 
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有形 

無形 

ソフトウェア 
 

コンテンツ 
 

金融商品 

非耐久的 耐久的 

自動車 
 

半導体 
 

他、耐久財 

食品 
 

非耐久財 

ものづくりを良い「もの」（感性的価値）を顧客に届ける一連のプロセス 

と考えるならばすべての産業（１次～３次）も「ものづくり」である 

       出所：東京大学ものづくり人材育成スクール資料に著者追加修正 

サムスン、ＬＧは 

ここに傾注 

思いやりの心 

消費の付加価値 

対面接客サービス 

放送 

宣伝 

ハード 

＋ 

サービス 

ソリューション 

＝ 
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すべての産業はものづくりである 

グローバル時代の 

市場は 

ソリューション 

を求めている 
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地政学的製品企画が重要 

要求機能 

制約条件 

製品１ 

要求機能 

制約条件 

製品２ 

要求機能 

制約条件 

製品３ 

要求機能 

制約条件 

製品１ 

要求機能 

制約条件 

製品１ 

要求機能 

制約条件 

製品１ 

日本 サムスン 

・要求機能と制約 

 条件が変わると 

 設計解も変わる 



東大MMRC R.YOSHIKAWA 

２０１７．１０．１９ 

 
 

東大MMRC R.YOSHIKAWA 
49 

７． 最近のＩｏＴによる「ものづくり」の動向 
 
 
  ＩｏＴの本質を理解することが成功への近道 
  本質はＣＰＳとますカスタマイゼーション 
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サイバー・フィジカルシステム（CPS)とは 

サイバー（cyber)とは：コンピュター技術、情報技術、仮想技術に関わるという意味 
例：人間と機械の融合など仮想の世界 
フィジカル(physical)とは現実に存在する物質や人工物(モノ）に対する呼び方 
 

サイバー・フィジカル・システムとは： 

仮想世界 

サイバースペース 

「もの」 

理（頭）の世界 

現実世界 

フィジカル・スペース 

「つくり」 

気（手足）の世界 

視覚・嗅覚・味覚・触覚・聴覚・知覚 

頭で考えた情報を伝達 

ＡＲ（Augmented Reality)：拡張現実 

CGの世界と現実の世界の合体 
設備メインテナンス 

作業訓練 

疑似運転など 
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７．第４次産業革命は新しいビジネスを創造する 

          絶好の機会 
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生活の基礎「衣・食・住居」と「医・職・住民」 
 

社会的活動の」機軸「ＢＣＧトライアングル 

 
• 「衣・食・住居」のデジタル化 

 

• 少子高齢化に伴い新しい社会的ニーズ発生 

 

• 新しい生活の基礎は「医・職・住民」 
 

• 「医・職・住民」は社会的仕組みの再構築 

 

ＩｏＴを活用したビジネス活用の手掛かりを探る 

出典：IoTで変わるのは製造業だけではない 吉川良三 日刊工業新聞社 ２０１７より 
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し
ょ
く 
じ
ゅ
う 

 

い 衣 

食 

住
居 

医 

職 

住
民 

衣服・ 
ウエアラブル 

食品・ 
農林水産 

住居・環境 

交通 

医療・福祉 

介護・医薬 

職業・仕事 

雇用・労働 

住民生活 

地域社会 

教育 

従来の生活の基礎 新たな生活の基礎 

 新たな生活の基礎の構造改革は 

  ビジネス・チャンスをもたらす 

出展：日本型ものづくり産業革命 吉川良三著 ２０１５ 日刊工業新聞社より  

生活の基礎「衣・食・住居」と「医・職・住民」 
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社会的活動の」機軸「ＢＣＧトライアングル 

• 社会活動を構成する主体は個
人・企業・行政 

 

• 「Ｂ］・｛Ｃ］・「Ｇ］の関係が大切 

 

• 「Ｃ」には「市民」のＣと消費者の
「Ｃ］の二つの意味がある 
 

 

スニーカーネットやラストワンマイルの解消 規制改革の促進 

出典：IoTで変わるのは製造業だけではない 吉川良三 日刊工業新聞社 ２０１７より 
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 Ｃ 
消費者 

   Ｃ 
地域社会・住民 

 Ｃ 
消費者 

   Ｃ 
地域社会・住民 

   Ｇ 
政府・自治体 

   Ｇ 
政府・自治体 

企業間取引 

組織間連携 

許認可 

届出 

Ｂ２Ｂ 

Ｂ２Ｇ 

Ｇ２Ｇ 

Ｇ２Ｃ 

Ｇ２Ｃ 

Ｂ２Ｃ 

Ｂ２Ｃ 

Ｃ２Ｃ 

地域交流 Ｃ２Ｃ 

Ｇ 

Ｃ Ｂ 

 Ｂ 
ビジネス 

 Ｂ 
ビジネス 

Ｃ 

Ｃ 

Ｇ Ｃ 

地域交流 

フリーマーケット 

リサイクル 

朝市 

デイ・サービス 

介護施設 

新しいビジネスモデルには行政（Ｇ）の参画が必要 

ＢＣＧのトライアングル 

出展：日本型ものづくり産業革命 吉川良三著 ２０１５ 日刊工業新聞社より  
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 対応する人財育成の方向性 

56 

８．第４次産業革命に 
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グローバル化時代における人財教育の在り方 

出る杭は打つな 

抜いて育てよう 真のリーダを育成 

出る杭は個性がある 

既製のルールや枠からはみ出る 

57 

常に高いところから世界を見渡す太局観が必要 

修羅場を経験させる 

個性を活かす 
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はみだすとは：はみ出る、外にあふれ出る、枠の中から外に出る（実用日本語表現辞典）。 

観たくないものもよく見よう 

言いたくないことも言おう 

聞きたくないことも聞こう 

観ざる、言わざる聞かざるの 

時代は終わった 

柔
軟
な
考
え
方
で
潮
目
の
変
化
に
対
応
し
よ
う 

適
者
生
存 

過去の慣習にとらわれるな      自由で柔軟な発想をしよう 
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今こそ自我作古が出来るリーダを育成しよう 

自我作古（われよりいにしえをなす）： 
 

古くからのやり方があるのにもかかわらず、自分で新しいやりかたを始め、 

それに後の人も従う事（宋史） 

実践するには大局観が必要 

大局観とは： 空間的に世界や社会を広く見渡し、 

         時間的に過去を遠くまで見渡して未来を 

         考える事が出来る力 

自我作古たれ！ 
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ご清聴ありがとうござした 

 

 

東京大学大学院経済学研究科 
 ものづくり経営研究センター 

 特任研究員 吉川良三 

講談社 角川書店 
日刊工業新聞社 日刊工業新聞社 

BMB研修会講演資料 


